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　５月19日㈯中標津町・ホクレン家畜市場にてＨ24根室Ｂ
＆Ｗショウが開催され、星野淳さん出品のサニーデール　ミ
ス　ゴールドウイン号がインターミデイエイトチャンピオン
（２歳～３歳の中でのチャンピオン）を獲得し、更に出品牛
85頭の頂点であるグランド・チャンピオンを獲得しました。
　尚、ＪＡけねべつからは10件24頭の出陳があり、内８頭
が上位に入賞致しました。

平成24年 根室B&Wショウ星野さんがグランドチャンピオンに

写真前列左から
本田乳改連会長・山田協議会長・山口絵里さん（デーリィプリンセス）・高橋直人審査員
後列左から
須崎智裕さん・弾正原正さん（繁殖者）・本田正志さん・星野淳さん（出品者）
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平成24年度

スプリングフェア開催
西塚組合長あいさつ

和
牛
振
興
会
：

こ
ん
な
の
売
り
ま
す
ケ
ド
…

「
も
し
も
し
、

　

早
く
買
い
に
こ
い
…
！
」

中標津農業高校の加工品販売
（ＮＨＫから取材が）

「変装してきてよかったわ！」

『ＪＡいわみざわ』のみなさん
『ななつぼし米』を食べてください

スタンドの太田はミタ
「か・か・かしこ

かしこまりました」

鹿野亮平君の口臭検査
結果はレベル４の

スラリー臭でした！！！
「消臭力♪♬…」

高橋容疑者…確保

「戸田さん全部買って！！」
「ヤ～ダヨォ～」

怪
し
い
二
人
？
一
頭
？
？

「
誰
も
見
て
な
い
か
ら
…
！
」

「
こ
ん
な
と
こ
見
ら
れ
た
ら
」

「
大
丈
夫
、
大
丈
夫
」

「
ヤ
ッ
ヤ
バ
イ
！
パ
パ
ラ
ッ
チ
」

「おっ～！ね～ちゃん…」
「マイルドだろ～？？？」

「
私
に
当
た
る
よ
う
に

シ
ャ
ッ
フ
ル
・

シ
ャ
ッ
フ
ル
」

出
っ
！
出
た
○
⑨
○
さ
ん

今
年
も
登
場

『岡田サマー（夏）…』も
さすがにチキン肌「サブッ！」

誰
だ
！
川
目
セ
ン
タ
ー
長

に
刃
物
持
た
せ
た
の 中国からの実習生

タン・フウフさん
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5/
12土

先輩ぶっているＪｒのＯＧ倉田係
「先輩何歳？２０歳っス？？？」

「当たりますように」と願いを込め投入

長
靴
の
叩
き
売
り

「
ヨ
ッ
テ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
・

　
　
　

ミ
テ
ラ
ッ
シ
ャ
イ
」

牛と会話ができるファムエイ職員
「さぁっすが～…！！」

リュウ・シュンカさん
竜雷太の娘ではありません

大槻君こんなに食べたの？
「ワイルドだろ～！！」「牛肉最高！！」

惜しくもテレビを逃した伊藤清さん
「まっ！！イッカ！！」

輪
の
中
心
に

影
山
代
監
が
？
？
？

「
お
見
事
!!
」

１
等
賞
液
晶
テ
レ
ビ
を
ゲ
ッ
ト

し
た
の
は
大
槻
勝
一
さ
ん
の

息
子
大
槻
峻
也
君
（
１
歳
）

「チッエッ！大槻に喰われて
こんだけしかネ～ヤ！」

「
見
て
！
見
て
！
」

「
大
き
い
よ
…
？
？
」

あ
さ
り
の
詰
め
放
題

　

平
成
二
十
四
年
度
の
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

が
五
月
十
二
日
（
土
）
午
前
九
時
三
十
分
よ

り
Ｊ
Ａ
け
ね
べ
つ
事
務
所
裏
芝
生
の
特
設
会

場
に
て
開
催
致
し
ま
し
た
。
当
日
は
強
風
と

小
雪
が
舞
う
な
ど
非
常
に
寒
い
中
で
は
あ
り

ま
し
た
が
、
沢
山
の
お
客
さ
ん
が
来
場
さ
れ

事
故
も
な
く
無
事
に
終
了
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　

今
年
は
例
年
参
加
し
て
下
さ
っ
て
い
る
業

者
さ
ん
に
加
え
、「
Ｊ
Ａ
い
わ
み
ざ
わ
」
か

ら
遙
々
来
て
い
た
だ
き
『
な
な
つ
ぼ
し
米
』

を
販
売
致
し
ま
し
た
。
ま
た
、
道
産
ホ
ル
ス

タ
イ
ン
の
牛
肉
の
丸
焼
き
に
つ
い
て
は
二
年

ぶ
り
に
復
活
さ
せ
皆
さ
ん
に
無
料
で
食
べ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

皆
さ
ん
寒
い
中
、
足
を
運
ん
で
い
た
だ
き

本
当
に
あ
り
が
ど
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。ま
た
、

業
者
さ
ん
を
は
じ
め
各
関
係
機
関
の
皆
さ
ん

ご
苦
労
様
で
し
た
。
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平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
日
か
ら

二
十
三
日
の
期
間
、
計
根
別
農
協
管

内
に
て
体
格
審
査
（
前
期
Ａ
日
程
）

が
行
わ
れ
、
牛
群
受
験
並
び
に
体
型

調
査
併
せ
て
一
六
四
頭
が
審
査
さ
れ

ま
し
た
。

　

新
年
度
を
迎
え
な
が
ら
も
例
年
に

な
く
遅
い
雪
融
け
の
中
、
近
年
で
は

稀
な
受
験
頭
数
の
少
な
さ
で
し
た
が

以
下
の
ベ
リ
ー
グ
ッ
ト
級
獲
得
牛
が

輩
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
も
後
代
検
定
事
業
へ
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
こ
の
場
を
か
り
て

お
願
い
致
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

星
野
係
》

平成24年度 牛群審査の結果

主 な 成 績
（宍戸　一哉　牧場）
ハツピーライフ　ウエード　エル　ジエニー　０３-０７　【ＳＩＲＥ　１Ｈ７２３５】　８５点

（㈲ハイエストファーム　牧場）
ＨＥＦ　アスター　ネーシヨン　ノヴア　０３-０７　【ＳＩＲＥ　１Ｈ７２３５】　８５点
ＨＥＦ　テーエス　レリーシア　ＥＴ　０３-０４　【ＳＩＲＥ　１Ｈ７２３５】　８６点

（星野　勇一　牧場）
スターフイールド　ヒンペル　トーマス　ホープ　０４-０７　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７０２０】　８６点
スターフイールド　ヒンペル　サウンド　ニルス　０４-０５　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７０２０】　８８点
スターフイールド　ヒンペル　プリンセス　バツフイー　０４-０３　【ＳＩＲＥ　Ｈ２８８】　８６点
スターフイールド　ヒンペル　フローラル　ミンデイ　０３-０６　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７０２０】　８５点

（田中　洋希　牧場）
ロツキー　シヤルム　フアイナル　カツト　０３-１０　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３２８０】　８５点

（後藤　　順　牧場）
エネビー　スリーピー　マジエスタ　マジヨーラ　０６-０７　【ＳＩＲＥ　ＪＰ４Ｈ５３２４３】　８５点

（須崎　　智　牧場）
ＳＳＦ　フレツド　タム　シド　０５-０５　【ＳＩＲＥ　Ｈ３４３６】　８９点

（滝本　和男　牧場）
ＢＹ　ミステイ　ジヨーダン　ジヤステイン　０５-０１　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ９０２３】　８７点
ベルヤング　エアロ　フアイアボルト　ＥＴ　０４-０７　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１１１１１】　８６点
ベルヤング　カエラ　スターダム　０４-０６　【ＳＩＲＥ　５３５９５】　８８点
ベルヤング　チヤンピオン　カブキ　０４-０５　【ＳＩＲＥ　２５０Ｈ８０３】　８５点
ベルヤング　シルキー　セプテンバー　ストーミー　０３-０５　【ＳＩＲＥ　１Ｈ７２３５】　８５点

（波田野　満　牧場）
マンデイ　チヤンピオン　クリント　０５-０８　【ＳＩＲＥ　２５０Ｈ８０３】　８７点

（蓮見　成尋　牧場）
ハートランド　オラシオン　０６-１０　【ＳＩＲＥ　２００Ｈ３０６７】　８５点
ハートランド　ダルビツシユ　アドベント　０４-０３　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７８７２】　８５点
ハートランド　テラ　ジヨー　０４-０２　【ＳＩＲＥ　２９Ｈ１０７９２】　８５点
ハートランド　タモリ　フオーチユン　０３-１１　【ＳＩＲＥ　７Ｈ７０２０】　８５点

（永利　嘉成　牧場）
ブルームーン　バクソル　スープ　０３-０７　【ＳＩＲＥ　１１Ｈ８１９５】　８５点

「
先
生
、
う
ち
の
牛
群
は

ど
う
で
す
か
ネ
？
」

「
ベ
リ
ー
グ
ッ
ド
で
す
」

審
査
員
の
小
泉
先
生

（
ホ
ル
協
）

計根別和牛生産振興会

白黒通信

ブルームーン　バクソル　スープ号
「いい牛だな…」「85点です！」

「
い
や
〜
ん
！
」

「
そ
ん
な
に
見
な
い
で
」
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計根別農協和牛生産振興会 通常総会
　

四
月
十
六
日
、
暖
か
い
春
の
日
差
し
の
中
、

第
五
回
計
根
別
農
協
和
牛
生
産
振
興
会
通
常

総
会
が
Ｊ
Ａ
計
根
別
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
高
橋
英
昭
会
長
よ
り
「
平

成
二
十
三
年
度
は
セ
シ
ウ
ム
汚
染
問
題
や
食

肉
に
よ
る
食
中
毒
事
件
に
よ
り
枝
肉
相
場

の
低
迷
や
牛
肉
の
消
費
者
離
れ
が
起
き
、
加

え
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
方
針
が
表
明
さ

れ
、
畜
産
業
界
を
取
り
巻
く
環
境
は
厳
し
い

状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
の

中
、
当
会
は
発
育
良
好
な
素
牛
の
生
産
と
販

売
お
よ
び
地
域
へ
の
安
心
・
安
全
な
和
牛
肉

の
普
及
推
進
を
テ
ー
マ
に
活
動
し
て
き
ま
し

た
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　

総
会
に
は
佐
藤
参
事
を
は
じ
め
、
普
及
セ

ン
タ
ー
北
根
室
支
所
の
中
塚
も
も
え
氏
、
根
室
生
産
農
業
協
同
組
合
連
合
会
の
佐
藤

拓
也
氏
が
来
賓
と
し
て
出
席
し
て
頂
き
、
来
賓
の
代
表
と
し
て
、
佐
藤
参
事
よ
り
祝

辞
を
頂
き
ま
し
た
。

　

議
事
に
つ
き
ま
し
て
は
、
河
本
賢
二
さ
ん
が
議

長
を
務
め
議
事
が
始
ま
り
ま
し
た
。
事
業
報
告
並

び
に
収
支
決
算
報
告
、
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
、
会
費
の
徴
収
に
つ
い
て
無
事
に
承
認
さ
れ
ま

し
た
。

　

最
後
に
唐
崎
副
会
長
の
閉
会
挨
拶
に
て
総
会
を

終
了
し
ま
し
た
。
役
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て

は
総
会
が
開
催
さ
れ
る
ま
で
大
変
ご
苦
労
様
で
し

た
、
ま
た
一
年
、
会
を
盛
り
上
げ
る
た
め
宜
し
く

お
願
い
し
ま
す
。　
　
　
　
　
《
酪
農
課　

小
林
係
》

平
成
二
十
四
年
度

根
室
和
牛
協
議
会
定
期
総
会

　

四
月
二
十
四
日
、
根
室
農
業
会
館
に
て
平
成
二
十
四
年
度
根
室
和

牛
協
議
会
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
中
標
津
の
大
内
勝
利
会
長
よ
り
「
今
年
は
セ
シ

ウ
ム
汚
染
問
題
や
食
肉
に
よ
る
食
中
毒
事
件
が
起
こ
り
、
畜
産
業
界

は
困
難
な
状
況
が
続
き
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
情
勢
に
よ
り
、
生
産

コ
ス
ト
の
上
昇
や
素
牛
価
格
は
安
定
せ
ず
、
皆
様
に
は
大
変
な
一
年

と
な
り
。
本
当
に
ご
苦
労
様
で
し
た
。

　

年
度
が
替
り
二
、
三
月
で
は
、
東
電
の
補
助
金
な
ど
に
よ
り
素
牛

価
格
が
上
昇
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
に
は
こ
れ
か
ら
も
生
産

コ
ス
ト
を
下
げ
た
中
で
、
良
質
な
素
牛
を
生
産
し
て
く
だ
さ
い
。
」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
議
長
は
標
津
の
大
沼
健
一
氏
が
務
め
、
議

事
が
始
ま
り
ま
し

た
。
議
事
は
事
業
報

告
並
び
に
収
支
決

算
、
事
業
計
画
並
び

に
収
支
予
算
、
賦
課

額
並
び
に
徴
収
方
法

を
満
場
一
致
に
て
承

認
さ
れ
、
無
事
に
閉

会
し
ま
し
た
。

《
酪
農
課  

小
林
係
》

議長を務めた河本さん

大内会長より挨拶
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『人工授精に立会されていますか？』
　

根
室
管
内
に
お
い
て
（
図
１
）
の
よ
う
に
初
回
受
胎
率
は
年
々
低
下
し

て
お
り
、
繁
殖
成
績
の
低
下
が
酪
農
経
営
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
て
い
ま

す
。
酪
農
先
進
国
で
あ
る
、
北
米
や
西
欧
で
も
受
胎
率
は
年
々
低
下
し
て

お
り
、
大
き
な
問
題
と
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

繁
殖
成
績
の
向
上
に
大
き
な
責
務
を
持
つ
、
根
室
家
畜
人
工
授
精
師
協

会
改
良
部
会
が
昨
年
度
の
研
究
発
表
に
お
い
て
、『
授
精
時
の
立
会
が
繁

殖
成
績
に
与
え
る
影
響
』
と
題
し
た
研
究
発
表
を
行
い
ま
し
た
の
で
一
部

報
告
し
ま
す
。

【
材
料
及
び
方
法
】

　

○
調
査
期
間　

平
成
十
九
年
～
二
十
一
年
度

　

○
調
査
農
家　

根
室
管
内
の
乳
検
加
入
農
家
一
四
一
戸

　
　
　
　
　
　
　

内
訳
）
立
会
農
家
八
一
戸　

非
立
会
六
〇
戸

　

○
調
査
方
法　

乳
検
成
績
で
の
比
較
検
証

　

○
結　
　
　

果　

�（
図
２
）
の
表
で
分
娩
間
隔
は
立
会
あ
り
の
農
家
で

十
二
．
五
日
短
く
、
初
回
授
精
開
始
日
数
で
は
立
会

あ
り
が
、
九
．
二
日
早
く
授
精
が
開
始
さ
れ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
こ
十
五
年
で
、
計
根
別
農
協
管
内
に
お
け
る
、
一
戸
当
た
り
の
経
産

牛
飼
養
頭
数
は
約
二
十
五
頭
増
え
て
い
ま
す
（
乳
検
成
績
調
べ
）。
作
業

時
間
も
、
飼
養
頭
数
の
増
と
と
も
に
増
え
、
日
々
忙
し
く
過
ご
さ
れ
て
お

り
、
人
工
授
精
の
立
会
も
困
難
に
な
っ
て
き
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

計
根
別
管
内
に
お
け
る
人
工
授
精
時
の
立
会
は
、
現
在
二
〇
％
ほ
ど
さ

れ
て
い
な
い
現
状
に
あ
り
ま
す
。
農
繁
期
な
ど
、
多
忙
な
時
に
立
会
が
な

い
こ
と
は
仕
方
あ
り
ま
せ
ん
が
、
時
間
が
あ
り
ま
し
た
ら
是
非
、
授
精
に

立
会
し
て
下
さ
い
。近
年
の
乳
牛
の
発
情
は
明
ら
か
に
微
弱
化
し
て
お
り
、

『
発
情
が
弱
く
短
く
』
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
卵
巣
の
状
態
や
子
宮
の
状

態
を
、
授
精
師
か
ら
確
認
し
、
飼
養
管
理
の
一
つ
の
参
考
と
し
て
頂
き
、

繁
殖
成
績
の
向
上
に
繋
げ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、日
々
の
人
工
授
精
に
お
い
て
、ご
迷
惑
を
か
け
る
場
面
も
多
々

あ
り
ま
す
が
、
繁
殖
成
績
を
向
上
さ
せ
る
為
、
日
々
技
術
の
向
上
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
指
導
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

《
酪
農
課
》
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計根別ふ化場　稚魚放流式
　

平
成
二
十
四
年
四
月

二
十
三
日
に
さ
け
・
ま
す

稚
魚
放
流
式
が
計
根
別
ふ

化
場
に
て
開
催
さ
れ
、
熊

谷
課
長
・
石
川
係
で
参
加

し
て
き
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
飼
育
さ
れ

ま
し
た
稚
魚
が
放
流
後
も

無
事
に
成
長
し
、
よ
り
多

く
回
帰
す
る
事
を
願
い
ま

し
て
執
り
行
わ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
水
槽
と
川

に
繋
が
る
水
路
の
板
が
外

さ
れ
、
数
多
く
の
稚
魚
が

計
根
別
ふ
化
場
を
巣
立
っ

て
い
き
ま
し
た
。

　

《
営
農
振
興
課

　
　
　
　
　
　

石
川
係
》

　

五
月
十
五
日
（
火
）
に
根
室
農
業

会
館
に
て
根
室
管
内
Ｊ
Ａ
女
性
部

長
・
副
部
長
研
修
が
行
わ
れ
、
部

長
・
副
部
長
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
の
内
容
は
、
中
央
会
根
釧
支

所
の
高
橋
淳
子
さ
ん
を
講
師
と
し
て

「
Ｊ
Ａ
女
性
組
織
に
つ
い
て
」
と

「
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
」
に
つ
い
て

お
話
を
聞
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
ワ
ー
ル
ド
・
カ
フ
ェ
を
体

験
し
て
み
て
、
四
～
五
人
で
グ
ル
ー

プ
に
な
り
ひ
と
つ
の
テ
ー
マ
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
お
菓
子
や
お

茶
な
ど
も
用
意
し
て
あ
っ
た
の
で
、

お
茶
会
の
よ
う
な
雰
囲
気
で
気
軽
に

話
し
合
う
こ
と
が
で
き
、
参
加
し
た
方
か
ら
は
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
意
見

が
多
か
っ
た
の
で
、
今
後
の
活
動
に
ぜ
ひ

取
り
入
れ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

《
事
務
局
・
沼
倉
係
》

根室管内JA女性部長・副部長研修

「大きくなって帰ってこいよ!!」

「このコーヒー、おいしいわネ！」
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真剣に講習を受けております

講
師
を

務
め
て
い
た
だ
い
た

内
山
係
長

丁
寧
な
説
明
を
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た

年部　　　版

　

平
成
二
十
四
年
四
月
二
十
三
日
（
月
）
に
青
年
部
南
部
地
区

（
本
別
支
部
、
大
成
支
部
）
を
対
象
と
し
た
肥
料
学
習
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
本
学
習
会
は
昨
年
度
南
部
地
区
の
部
員
が
採

取
し
た
土
壌
の
分
析
結
果
を
も
と
に
計
根
別
農
協
管
内
の
圃
場

成
分
の
傾
向
、
根
室
管
内
の
土
壌
の
特
徴
、
石
灰
質
施
用
等
々

に
つ
い
て
を
ホ
ク
レ
ン
中
標
津
支
所　

生
産
資
材
課　

内
山
係

長
に
ご
指
導
い
た
だ
き
ま
し
た
。
質
疑
応
答
で
は
多
く
の
質
問

が
飛
び
交
い
、
有
意
義
な
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

良
質
な
牧
草
生
産
に
は
適
正
な
施
肥
管
理
も
重
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
土
壌
分
析
診
断
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ

ば
と
考
え
て
お
り
ま
す
。　
　
　

《
事
務
局　

吉
田
係
》

肥料学習会南部地区 肥料学習会

地域貢献消費拡大ジャンボハンバーグinスプリングフェア
　

平
成
二
十
四
年
五
月
十
二
日
（
土
）
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
ス
プ
リ
ン
グ
フ
ェ
ア

に
て
、
青
年
部
は
ジ
ャ
ン
ボ
ハ
ン
バ
ー
グ
を
販
売
致
し
ま
し
た
。

　

強
風
の
中
で
の
開
催
で
し
た
が
、
販
売
時
に
は
行
列
が
で
き
、
買
っ
て
い
た
だ

い
た
皆
様
に
は
感
謝
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
回
は
和
牛
振
興
会
の
協
力
の
も
と
和

牛
の
脂
を
生
地
に
練
り
込
み
ま
し
た
。
新

た
な
試
み
に
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆

様
の
笑
顔
で
不
安
も
解
消
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
も
青
年
部
で
は
、
色
々
な
試
み
を

し
て
地
域
の
皆
様
を
笑
顔
に
す
る
こ
と
と

乳
製
品
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
の
で
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
致

し
ま
す
。　
　
　

《
事
務
局　

吉
田
係
》行列御礼　お待ちいただいた皆様ありがとうございます

鹿野副部長敗北!?
寒空に半袖!最強の漢 岡田君

チ
ー
ズ
を
た
っ
ぷ
り
の
せ
て
出
来
上
が
り
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白熱！
キックベース！！

ＪＡ根室地区青協 スポーツ交流会
　

平
成
二
十
四
年
五
月
二
十
一
日

（
月
）
に
Ｊ
Ａ
根
室
地
区
青
協
主
催

の
ス
ポ
ー
ツ
交
流
会
が
開
催
さ
れ
、

根
室
地
区
の
盟
友
が
集
ま
り
キ
ッ
ク

ベ
ー
ス
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
も
良
く
、
ス
ポ
ー
ツ

日
和
で
各
単
組
の
枠
を
越
え
和
気

藹
々
と
プ
レ
イ
し
て
お
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　

《
事
務
局　

吉
田
係
》

無事生還した百崎君
チームメイトとハイタッチ「カモーン！」

キャッチャー久保副部長
バ
ッ
タ
ー
（
キ
ッ
カ
ー
？
）

尾
之
内
君

良
い
踏
込
で
す

キャッチャー久保副部長ＶＳ
バッター小西君

こ
な
い
な
ぁ
…

キャプテン翼

見事ヒット！ヤッタゼ!!

俊
足
株
田
君
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JAけねべつに二人の
　アンパンマンが…!!!
　ＪＡ共済連では交通事故防止対策の一環と
して『交通安全アンパンマン人形』が贈られ
ＪＡけねべつ正面玄関入口に営農部の『パン
パンマン』と共に設置致しました。アンパンマン人形とパンパンマン石川

「交通安全でお願いします」

今月の

ステップアップ講座
　

今
年
度
よ
り
、
開
催
さ
れ
る
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
繁
殖
編
は

年
二
～
三
回
開
催
し
、
三
年
間
継
続
し
て
行
う
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

第
一
回
目
は
農
繁
期
に
差
し
掛
か
っ
て
お
り
、
少
な
い
参
加

者
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、『
夏
を
乗
り
切
る
乾
乳
管
理
』
と
題
し
、

こ
こ
二
、三
年
計
根
別
管
内
で
集
中
し
て
い
る
、
夏
分
娩
に
対
す

る
ト
ラ
ブ
ル
を
回
避
す
る
た
め
、
熱
心
に
視
聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

講
習
内
容
で
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
は
、『
食
わ
せ
る
』・『
寝
さ
せ

る
』・『
飲
ま
せ
る
』・『
冷
や
す
』
＋
『
削
蹄
』・『
駆
虫
』
で
あ
り
、

普
段
の
管
理
と
違
い
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
は
熱
に
弱
い
生
き
物
で
、
暑

熱
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
が
大
き
な
疾
病
へ
と
つ
な
が
り
、
そ
の
ダ

メ
ー
ジ
は
半
年
以
上
も
続
き
『
夏
バ
テ
』
で
は
片
づ
け
ら
れ
な
い

問
題
で
す
。

　

次
回
の
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
繁
殖
編
は
十
月
頃
を
開
催
予
定

と
し
て
い
ま
す
。
講
習
内

容
は
『
繁
殖
に
関
す
る
疑

問
・
質
問
』
と
題
し
ま
し

て
、
帯
広
畜
産
大
学
の
松

井
准
教
授
を
招
い
て
、
繁

殖
の
生
理
、
中
身
に
つ
い

て
基
本
的
な
こ
と
を
勉
強

す
る
予
定
で
す
。
折
角
の

機
会
で
す
の
で
ご
家
族
お

誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
沢
山

の
酪
農
家
の
皆
様
の
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
《
酪
農
課　

深
見
課
長
》

繁殖編

『
夏
を
乗
り
切
る
乾
乳
対
策
』

日時　平成24年5月22日
場所　JA計根別 2階会議室

参加者　31名
講　師　ホクレン釧路支所　尾形　正貴 課長
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生 乳 販 売 情 報

市 場 情 報

平成24年度4月末　管内農協生乳受託実績表　（㎏）

農　　協　　名
月　　　　　計 累　　　　　計

搾乳戸数
乳　　　量 前年比 乳　　　量 前年比

Ｊ Ａ 標 津 町 8,242,603 101.6 8,242,603 101.6 148
Ｊ Ａ 中 標 津 町 10,710,270 101.4 10,710,270 101.4 184
Ｊ Ａ 計 根 別 7,104,707 99.4 7,104,707 99.4 157
Ｊ Ａ 中 春 別 9,752,630 102.5 9,752,630 102.5 181

道
東
あ
さ
ひ

西 春 別 支 所 7,903,669 98.8 7,903,669 98.8 164
上 春 別 支 所 5,260,499 100.3 5,260,499 100.3 84
別 海 本 所 13,553,389 101.5 13,553,389 101.5 271
根 室 支 所 3,954,290 103.7 3,954,290 103.7 93

小　　　　計 30,671,847 100.9 30,671,847 100.9 612
合　　　　　計 66,482,057 101.1 66,482,057 101.1 1,282

ホクレン根室家畜市場 一般市場　5月9日開催分　　税込み
畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差

初生・ホル 　 オス 256 214 70,350 1,050 30,043 -1,975
初生・ホル　フリーマチン 12 1 2,100 2,100 2,100
初生・ホル 　 メス 18 15 197,400 72,450 143,220 -2,993
初 生・Ｆ１ 　 オス 143 138 174,300 21,000 128,526 17,397
初 生・Ｆ１ 　 メス 159 145 135,450 13,650 77,599 3,613
初生・和牛　オス 24 21 384,300 148,050 258,650 77,652
初生・和牛　メス 19 13 331,800 4,200 187,708 98,130
乳牛・ホル　育成 27 22 370,650 148,050 278,441 28,141
乳牛・ホル　無育成 18 16 259,350 127,050 174,825
乳牛・ホル　初妊 18 11 506,100 360,150 426,109 -31,691
乳牛・ホ無　初妊牛
乳牛・ホル　経産 56 48 445,200 65,100 227,544 -16,370
乳牛・ホ無　経産 2 2 181,650 87,150 134,400 -2,350
乳牛・ホル系経産 1 1 111,300 111,300 111,300 9,450
肉素・乳用交雑（Ｆ１）メス 4 2 115,500 52,500 84,000
肉素・乳用交雑（Ｆ１）オス 2 2 78,750 9,450 44,100 -32,550
肉素・ホル中トク　メス 2 1 8,400 8,400 8,400 3,150
肉素・ホル中トク　ヌキ 9 7 76,650 24,150 43,050 27,300
肉素・ホル中トク　オス 1 0
肉素・ホル12ヶ月以上メス 23 20 201,600 15,750 105,893 27,143
肉素・ホル１２ヶ月以上オス 2 2 157,500 157,500 157,500 -47,250
肉素・その他・ヌキ 1 0
廃 用・ 黒 毛 和 種 3 3 252,000 190,050 214,900
廃用・Ｆ１（交雑種） 7 7 155,400 36,750 99,450 15,450
廃 用 ・ ホ ル 214 208 145,950 12,600 73,010 -1,128
廃 用 ・ そ の 他 2 2 101,850 61,950 81,900 12,600

ホクレン根室家畜市場 乳牛市場（セール）　4月16日開催分 税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
乳牛・ホル　初妊 558 388 631,050 297,150 520,031 -24,755
乳牛・ホル初妊ET 26 20 691,950 481,950 634,410 -1,103
乳牛・ホ無　初妊 16 6 511,350 404,250 453,600 -28,245
乳牛・ホ無初妊ET 1 1 465,150 465,150 465,150 -38,850

合　　　　計 601 486 691,950 297,150 514,779 -32,527

計根別農協（ホクチクファーム） 初生トク　㌔単価　5月28日現在 1,000円

ホクレン十勝地区家畜市場（音更町）
肉牛（和牛）市場　4月13日開催分　　　　　　税込み

畜　　　　種 出場 成立 最　高 最　低 平　均 先月との差
肉牛・黒毛　メス 535 516 549,150 175,350 385,114 -9,972
肉牛・黒毛　メス　ＥＴ 151 143 779,100 248,850 418,979 -4,284
肉牛・黒毛　メス計 686 659 779,100 175,350 392,463 -5,253
肉牛・黒毛　去勢 736 690 644,700 155,400 468,571 -21,876
肉牛・黒毛　去勢　ＥＴ 190 179 652,050 212,100 488,139 -20,596
肉牛・黒毛　去勢計 926 869 652,050 155,400 472,601 -20,195
繁 殖 ・ 黒 毛 63 39 849,450 101,850 369,465 8,296
廃 用 ・ 黒 毛 27 26 214,200 31,500 96,681 20,964

　　　　　5月1日現在
乳　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差

未 経 産 1 2 ヶ 月 未 満 3,595 16
未 経 産 1 2 ヶ 月 以 上 4,253 − 112
そ の 他 の 未 経 産 18 − 2

計 7,866 − 98
経 産 牛 （ ホ ル ） 11,169 56
そ の 他 の 経 産 牛 21 3

計 11,190 59
合　　　　　　　計 19,056 − 39

肉　　用　　種（区分） 頭   数 先月との差
黒 毛 和 種 　 メ ス 696 − 12
黒 毛 和 種 　 オ ス 97 − 6

計 793 − 18
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 メ ス 97 17
Ｆ １（ 交 雑 種 ）　 オ ス 71 − 9

計 168 − 8
合　　　　　　　計 961 − 17
総　　　合　　　計 20,017 − 56

計根別農協乳牛頭数・肉用牛頭数
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あ
と
一
カ
月
ほ
ど
す
る
と
一
番
草

収
穫
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。

　

今
回
は
、
原
料
草
を
無
駄
な
く
サ

イ
レ
ー
ジ
化
す
る
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

を
、
細
切
サ
イ
レ
ー
ジ
を
中
心
に
説

明
し
ま
す
。

良
質
サ
イ
レ
ー
ジ
を
調
製
す
る
た

め
に

１
．
収
穫
前
の
準
備

　

雑
菌
に
よ
る
腐
敗
を
防
止
す
る
た

め
に
サ
イ
ロ
を
清
掃
し
、
ス
タ
ッ
ク

の
場
合
は
新
し
い
火
山
灰
を
敷
き
詰

め
る
な
ど
し
て
原
料
草
の
搬
入
に
備

え
ま
す
（
図
１
）。

　

サ
イ
ロ
へ
の
搬
入
通
路
が
舗
装
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
火
山
灰
を
敷

い
て
平
ら
に
し
た
り
、
場
合
に
よ
っ

て
は
エ
プ
ロ
ン
に
原
料
草
を
敷
き
、

タ
イ
ヤ
に
付
着
し
た
土
壌
が
サ
イ
ロ

へ
混
入
し
な
い
よ
う
な
工
夫
が
必
要

で
す
（
図
３
）。

　

ま
た
、
収
穫
に
係
わ
る
作
業
機
・

消
耗
品
の
確
認
だ
け
で
な
く
、
ミ
ル

カ
ー
な
ど
毎
日
使
う
機
械
も
点
検
し
、

予
め
ト
ラ
ブ
ル
の
芽
を
排
除
し
て
お

く
こ
と
も
、
収
穫
に
集
中
す
る
上
で

重
要
に
な
り
ま
す
。

２
．
予
乾
や
添
加
剤
の
利
用

　

出
来
る
だ
け
予
乾
を
行
い
、
乳
酸

発
酵
に
適
す
る
水
分
（
75
％
以
下
）

に
で
き
れ
ば
、
廃
汁
中
に
流
出
す
る

乾
物
ロ
ス
も
小
さ
く
で
き
ま
す
。

　

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
な
ど
に
収
穫
を
依

頼
し
て
い
る
場
合
、
思
う
よ
う
に
予

乾
が
で
き
な
い
こ
と
も
多
い
と
思
い

ま
す
。
高
水
分
の
場
合
は
、
ギ
酸
を

使
う
な
ど
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。

ギ
酸
添
加
量
は
表
１
を
め
や
す
に
準

備
し
、
サ
イ
ロ
へ
搬
入
す
る
原
料
草

搾
り
汁
の
pH
を
確
認
し
な
が
ら
添
加

量
を
決
定
し
ま
す
。
植
生
が
変
わ
る

と
pH
も
変
動
す
る
の
で
、
サ
イ
ロ
で

定
期
的
に
pH
を
確
認
し
、
pH 

4.0
以
下

に
な
る
よ
う
に
調
整
し
ま
し
ょ
う
。

３
．
圧
縮
係
数
の
適
正
化

　

良
質
な
一
番
草
サ
イ
レ
ー
ジ
を
調

製
す
る
た
め
に
は
、
圧
縮
係
数
（
搬

入
容
積
／
サ
イ
ロ
容
積
）
を
２
以
上

に
し
て
、
し
っ
か
り
踏
圧
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
圧
縮
係
数
を
高
め
る

た
め
に
、
事
前
に
サ
イ
ロ
や
原
料
草

を
搬
入
す
る
ダ
ン
プ
の
積
載
容
積
を

確
認
し
、
何
台
分
搬
入
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
計
算
し
て
お
く
と
、
作

業
時
の
め
や
す
に
な
り
ま
す
。

４
．
切
断
長
の
確
認

　

原
料
草
の
切
断
長
が
長
く
な
っ
た

り
、
切
断
面
が
シ
ャ
ー
プ
で
は
な

い
（
図
４
）
と
踏
圧
が
難
し
く
な
り
、

発
酵
品
質
低
下
の
要
因
と
な
り
ま
す
。

ハ
ー
ベ
ス
タ
の
刃
は
毎
日
研
磨
し
ま

す
。
特
に
Ｔ
Ｍ
Ｒ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の

大
型
バ
ン
カ
ー
で
は
、
搬
入
さ
れ
た

原
料
草
を
確
認
す
る
担
当
者
を
決
め

て
、
切
断
長
等
の
変
化
に
す
ば
や
く

気
付
く
体
制
が
必
要
で
す
。

５
．
早
期
密
封
の
徹
底

　

踏
圧
終
了
後
は
速
や
か
に
密
封
し
、

酸
素
を
遮
断
し
ま
す
。
原
料
草
の
呼

吸
と
各
種
微
生
物
に
サ
イ
ロ
内
の
酸

素
が
利
用
さ
れ
、
嫌
気
状
態
に
な
る

と
乳
酸
発
酵
が
始
ま
り
ま
す
。

　
個
人
で
収
穫
さ
れ
る
方
は
も
ち
ろ
ん
、

コ
ン
ト
ラ
ク
タ
等
へ
外
注
す
る
方
も
、

早
め
の
準
備
と
ゆ
と
り
あ
る
作
業
計
画

で
農
作
業
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163
普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

272-2163

図１（右）石灰塗布したバンカーサイロ
図２（左）シートのかぎ裂き防止事例

図３　タイヤに付着した土壌がサイロへ
　　  入らないようにする

表１　10a あたり生草量別ギ酸（商品名：サイベスト）
　　  使用量のめやす

※ギ酸アンモニウムの場合、使用量が異なります。
　各商材の表示を参考にしてください。

図４　原料草切断面

一番草収穫に向けて
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【ヨコのカギ】
２　○○○○光太郎作、「智

恵子抄」
５　正月になると空に上がり

ます
７　「地獄の季節」で有名な

フランスの詩人
８　エウリピデス作のこの悲

劇は、日本でも玉三郎や
平幹二朗が演じました

10　土用の丑の日に大人気の魚
12　マヨネーズは酢と油とコレ
14　玉突きゲーム
16　忍者のこと
18　長所のことです
20　牛肉・ネギ・白滝・豆腐

を醤油・砂糖で味つけ
23　あなたはキリギリス型？

それとも○○型？
24　↔上司
26　カンフル・起爆・強壮・脱臭
28　二大英雄叙事詩「イリア

ス」「オデュッセイア」の
作者と推測されるのは？

31　ヨハン・シュトラウス1世は
父、ヨハン・シュトラウス2
世は王と言われました

32　八代将軍徳川吉宗は、紀
伊徳川家からの○○○

33　シューベルトやウェルナ
ーの有名な歌曲「野ば
ら」は○○○の詩です

¡正解者５名の方にすてきなプレゼントを
　さしあげます。なお、正解者多数の場合
　は抽選とさせていただきます。
《応募方法》左下の点線の部分を事務所内
（販売機横）の投書箱へ。または、組織
広報係までＦＡＸ（78-2556）お願いし
ます。
《締め切り》平成24年５月15日まで
　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

クロスワードパズル

A B C

クロスワードパズル
住　所

ご意見をお寄せ下さい。（季節の便りなど何でもけっこうです）

氏　名

ＴＥＬ

答え

きりとり線

き
り
と
り
線

きりとり線

き
り
と
り
線

A B C D E Ｆ

【タテのカギ】
１　源氏物語は和歌が満載、

さて作者は？
２　「あー、忙しい！」
３　地理に不安なドライバー

も安心
４　金糸・銀糸を織り込んだ

織物
５　祝いごとに欠かせない魚
６　好物はユーカリの葉です
９　なんでも売ってる大型店舗
11　アイスキュロス・エウリピ

デス・ソフォクレスは、古代
○○○○の三大悲劇詩人

13　岐阜県は、飛騨の国と
○○の国に分かれていた

15　ライスにホワイトソース
をかけてオーブンで焼き
ます

17　ナットとセットの小ねじ
19　ミュージカル、キャッツの

原作者はＴＳ○○○○○
21　信号機の色は、赤、青、

○○○
22　気障と書いて○○と読む
25　寝て待とう
27　「雨ニモマケズ…」の宮

沢賢治の出身県は？
29　こんなもの、朝○○前だよ
30　あれに見えるは茶摘みじ
ゃないか、あかねだすき
に○○の笠（童謡・茶摘）

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
プレゼントを組織広報係でお受け取り下さい。

クロスワードパズル
４月号の答え オメカシ

漆原　信夫さん　羽田　依世さん　小林　光雄さん
玉置　博斗さん　漆原　　陸さん

お
ね
が
い

　

四
月
か
ら
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
、
広
報
誌
も
若
干
で
は
あ
り
ま
す
が
新
し

い
企
画
を
盛
入
れ
な
が
ら
「
見
や
す
く
・
楽
し
く
・
地
域
に
密
着
し
た
」
紙
面

づ
く
り
を
目
指
し
て
参
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
地
域
で
の
出
来
事
や
面
白
い
写
真
等
を
皆
さ
ん
か
ら
ご
提

供
し
て
も
ら
い
な
が
ら
取
り
進
め
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、『
広
報
け
ね
べ
つ
』
で
は
計
根
別
地
域
四
季
折
々
の
美
し
い
風
景
写
真

を
募
集
し
て
お
り
ま
す
。
後
に
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

尚
、
提
供
に
対
し
お
礼
を
検
討
致
し
ま
す
の
で
奮
っ
て
ご
応
募
下
さ
い
。
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川
の
主　

営
農
振
興
課　

石
川
係

ＪＡ計根別金融窓口に設置していま
すのでご協力宜しくお願い致します

5月は別海町で
『川を考える月間』の活動を実施中

ＪＡ計根別事務所前と道道前に設置

　昨年度より別海町｢川を考える月間｣実行委員会では５月に『５月は川を考
える月間』『大気と森と川と海はひとつ』の標語を掲げたのぼりをＪＡ計根
別前と48線、50線、南１号の橋に立て環境啓発を行っています。
　別海町に限らず中標津町においても糞尿関係には十分に配慮をし、地球に
やさしい酪農を行いましょう。
　尚、別海町『川を考える月間』では近年環境問題が大きく取り上げられて
いる中、皆さんと共に川についての過去、現在、未来について考え、川を守
り育てる運動を進めるため河畔の植樹や清掃活動を行っています。つきまし
ては、当農協の金融窓口に清流募金箱を設置しておりますのでご理解とご協
力をお願い致します。


